
令和４年度　学校評価報告書

A B C D A B C D

４段階
平均

評価の基準　Ａ：あてはまる（１００～８０％）  Ｂ:どちらかといえばあたはまる（７９～５０％）　Ｃ：どちらかといえばあたはまらない（４９～２０％）　 Ｄ：あてはまらない（１９～０％）
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学校運営協議会委員評価
（学校関係者評価）
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（

知
）

評価の基準　４（非常に良い）、 ３（良い）、２（もう少し）、１（改善が必要）　３，２以上が良好であり２．８以下は改善が必要であると考える。

項
目

番
号

             評価内容
総計（％）

1

〇　児童は、学習した内容をよく理解している。
☆　基礎学力を向上させる指導の工夫
☆　基本的な学習態度・学習習慣の形成及び環
境の充実

総計（％）学校の自己評価（職員・児童・保護者）４段階
平均

80 20 0 0

40

2

〇　９２％の児童が学習内容を理解している。
〇　教職員や保護者は、「どちらかと言えば理解している」が多いが、
児童は、「理解している」の方が多いい。
●　全体の８％が「どちらかと言えば理解していない。」か「理解してい
ない。」（下学年の2％）と答えている。
☆　タブレットの活用により理解度が深まった。

〇　理解できていない児童への対応を望む。
〇　タブレット活用により理解度が深まったとあるが、学力調査等との相関関係に
ついて調査する必要がある。
〇　学校教育の成果が出ている。
〇　教職員・保護者・児童の学習に対する意識の違いがある。
☆　理解できていない児童への個別指導等を実施する。

41 51 6 3.8

3

〇　児童は、先生や友達の話を最後までしっかり
と聞くことができる。
☆　基本的な学習態度・学習習慣の形成及び環
境の充実

37 412
〇　児童は、目標をもち、進んで家庭学習に取り
組んでいる。
☆　基本的な学習態度・学習習慣の形成及び環
境の充実

〇　７８％が家庭学習に進んで取り組んでいると回答している。
〇　教職員や保護者は、「どちらかと言えば取り組んでいる」が多く、児
童は、「取り組んでいる」が多いい。
●　２０％の児童が「どちらかと言えば取り組んでいない。」で、２％の
児童が「取り組んでいない。」と答えている。
☆約３０人の家庭学習の習慣化が必要である。

〇　宿題等を課題として出しているのであれば１時間ぐらいはすぐ過ぎる。進ん
で学習しているとは違和感をもってしまう。
〇　自分で進んで取り組むことで力が付くと考えられる。
〇　家庭学習の内容の分析も必要ではないか。
〇　高学年の自主学習も大切である。
〇　１年生と６年生では、学習時間が違うのは当たり前である。
〇　教職員は、どれぐらいの家庭学習を妥当だと考えるのか知りたい。
〇　低中高で調べるのもよい。
☆　意欲的に家庭学習に取り組めるような手立てを考える。

20 2

42

60 0 0

80 20 0 0

〇　９１％が話を聞いていると回答している。
〇　教職員や保護者は、「どちらかと言えば聞いている」が多く、児童
は、「聞いている」が多いい。　
●　８％の児童が「どちらかと言えば聞いていない」と答えている。
☆　大人と児童間でずれが生じている。

〇　聞き方もしっかり聞く人もいれば上の空で聞いている人もいます。大人でも
聞いている時間を過ごせばという安易な気持ちになることもあります。
〇　学校の学習習慣育成の成果が出ている。
〇　教職員・保護者・児童の学習に対する意識の違いがある。
☆　基本的な学習態度・学習習慣の形成及び環境の充実を図る。

7

〇　保護者は、宿題や家庭学習について話合っ
たり、点検したりして、児童の学習状況を把握す
るように努めている。
☆　基本的な学習態度・学習習慣の形成及び環
境の充実

49 8 0

47

〇　学校教育の成果が出ている。
〇　教職員・保護者・児童の学習に対する意識の違いがある。
☆　学校保健委員会やノーメディア週間などの取組を通して学校と保護者が連
携して家庭学習の充実を図る。20 0

〇　８０％は、児童の学習状況を把握するように努めていると回答して
いる。
●　２０％は、児童の学習状況を「どちらかと言えば把握していない」と
回答している。
☆　「どちらかと言えば把握していない」は、教職員は、３０％、保護者
は、１０．２％とずれがある。

33

4

〇　児童は、自分の思いや考えを相手にわかり
やすく伝えることができている。
☆　基本的な学習態度・学習習慣の形成及び環
境の充実

1

〇　７４％の児童が相手に分かりやすく伝えていると回答して
いる。
●　教職員の６０％が「どちらかと言えばできていない」と回答
している。教職員と保護者や児童の回答にずれがある。
☆　教職員は、児童の表現力に課題をもっている。

〇　表現力は大切ですね。ご指導お願いします。
〇　コロナで人と触れ合わない時間が多かったので人とのコミュニケーション力
が不足している。
〇　学校の基本的な学習態度の育成の成果が出ている。
〇　教職員・保護者・児童の学習に対する意識の違いがある。
☆　主体的で対話的な深い学びの実現を目指す。

320 60 20 029 45 25

5
〇　教職員は、授業で、準備や教え方を工夫し、
分かりやすく指導している。
☆　基礎学力を向上させる指導の工夫

51 42 7 1

〇　９３％ができていると回答している。
〇　教職員の自己評価よりも保護者の評価の方が高い。
●　８％ができていないと回答している。
☆　タブレット等の活用により、授業改善が進んだ。

〇　学校の基礎学力を向上させる指導の成果が出ている。
〇　教職員・保護者・児童の学習に対する意識の違いがある。
〇　ICT教育の導入に於いて指導等難しい面もあると思うが児童の為になる有
効な活用術を広げてもらいたい。
☆　今後もICTを活用した授業改善を行う。

3.880 20 0 0

6

〇　教職員は、日頃から、児童の学習の様子に
気を付け、アドバイスをしたり励ましたりしながら、
適切な指導をしている。
☆　基礎学力を向上させる指導の工夫
☆　基本的な学習態度・学習習慣の形成及び環
境の充実

10 1

〇　９０％ができていると回答している。
〇　教職員の自己評価よりも保護者の評価の方が高い。
●　１１％ができていないと回答している。
☆　タブレットの活用により個別指導の徹底が図れるように
なった。

〇　学校教育の成果が出ている。
〇　教職員・保護者・児童の学習に対する意識の違いがある。
☆　タブレット（キュビナ）の活用や担任以外の職員の活用など学校全体で個別
指導の充実を図る。52 38
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8

〇　児童は、学校や地域で、友達と仲良く過ごす
ことができている。
☆　感性豊かな人権感覚の醸成及び道徳教育
の充実

〇　その時の気分で回答していると思うがC・Dの２％はやはり気になります。
〇　２％は、少ないが、いじめ等が隠れているおそれがある。
〇　地域の上の子が下の子をよく面倒見ながら登校している。
☆　特別活動や道徳教育の充実を図り、人権感覚の醸成を図りながら望ましい
人間関係づくりに取り組む。

9
〇　児童は、自分から先にあいさつをすることが
できる。
☆　積極的な生徒指導

1 1

〇　９８％が仲良く過ごしていると回答している。
●　２％が仲良く過ごしていないと回答している。
●　教職員は、「どちらかと言えば仲良く過ごしている」が多いが保護
者・児童は、「仲良く過ごしている」が多い。
☆　２％の児童の追跡調査が必要である。

65 33

〇　地域や家庭も連携しての指導が必要である。
〇　朝は、横断歩道で、下校時も会うと、元気よく挨拶してくれます。中高生もよ
く挨拶をしてくれます。元気をもらっています。昔からの庄内っ子の良き伝統で
す。
☆　伝統を継続するために基本的な生活習慣の育成のための取組（月目標や
指導週間等）を充実させる。

41 40 16 3.80 0

10
〇　児童は、ていねいな言葉遣いで話をしてい
る。
☆　積極的な生徒指導

3

〇　８１％が自分から先にあいさつしていると回答している。
●　１９％ができていないと回答している。教職員の３０％が「どちらかと
言えば、できていない」と回答し、保護者の２２．７％と下学年の児童の
１６．２％が「できていない」と回答している。
☆　校内だけではなく校外でのあいさつの指導が必要である。

〇　学校内の指導だけでなく家庭教育も重要と考えれば保護者の評価が比較
的低いのが気になる。
☆　学校と家庭が連携して児童のよりよい言語環境の充実を図る。

11

〇　児童は、自分から進んで、家族や友達のた
めになる仕事をすることができる。
☆　福祉教育・体験活動の充実及び潤いのある
教育環境づくり

33 49 17 1

35

〇　下学年は、何を、どうしたらよいのか分からないのでは？上学年の行動や他
の人の関わり方を見て覚えていくのではないでしょうか。
〇　仕事とは、どんなことを仕事と思っているのだろうか仕事とは、どんなことを分
からなければヤングケアラーと分からなくなる恐れがあると考えます。
〇家族や友達のためになる仕事がボランティアにつながり素晴らしいです。
☆　朝のボランティア・清掃指導・農業体験等の体験学習とキャリア教育の充実
を図る。

12
〇　児童は、学校や社会のきまりをしっかりと守る
ことができている。
☆　積極的な生徒指導

52 11 2

〇　５％は、どのような事を守っていないのか？
〇　都会でなくても物騒な犯罪が起こっているので地域社会も子どもの安心安
全に万全を期し巻き込まれないように努力する必要がある。
☆　生徒指導の３つの機能（自己存在感・自己決定・共感的理解）を生かした学
習指導を行いながら規範意識を高揚させる必要がある。

15

〇　保護者は、児童の言動や様子に気を配り、あ
いさつや言葉遣いなど指導するべきことは、しっ
かりと指導するように努めている。
☆　積極的な生徒指導
☆　感性豊かな人権感覚の醸成及び道徳教育
の充実

4 1

〇　９６％がきまりを守っていると回答している。
●　５％がきまりを守っていないと回答している。
●　教職員と保護者は、「どちらかと言えば守っている」の割合が高い
が児童は、「守っている」の割合が高い。
☆　児童の意識のずれを修正しながら規範意識を高揚させる必要があ
る。

3.445 51

0

〇　９５％の保護者が指導すべきことを指導していると回答している。
●　教職員は、「どちらかと言えば指導している」の方が８０％と多いが
保護者は、「指導している」の方が５１．１％と多い。
☆　学校・家庭が連携しての基本的生活習慣の育成が必要である。

31

〇　学校内の指導だけでなく家庭教育も重要と考えれば保護者の評価が比較
的低いのが気になる。
☆　学校と家庭が連携して児童のよりよい言語環境や規範意識、基本的な生活
習慣の育成に取り組む必要がある。

64 6

13

〇　児童は、やり始めたことには最後までねばり
強く取り組むことができている。
☆　福祉教育・体験活動の充実及び潤いのある
教育環境づくり

1

〇　９２％が「最後まで粘り強く取り組む」と回答している。
●　８％が「取り組んでいない」と回答している。
●　児童は「取り組んでいる」が多いことにに対して教職員や保護者
は、「どちらかと言えば取り組んでいる」の割合が高い。

40 52 7

57 38 6 0

〇　９５％ができていると回答している。
●　保護者の１１．４％が「どちらかと言えば感じない」と回答し
ている。
☆　毎月のスマイルアンケートや日々の児童観察等により児
童理解が深まった。

〇　タブレットを使ったアンケートで１人１人に丁寧な教育相談を行ったことで児
童の心の安定につながった。
☆　今後も、いじめ・不登校・問題行動等に対して、積極的な生徒指導で未然防
止に努め、発生した場合は、早期発見、早期対応に努める。

☆　ボランティア活動や体験活動、清掃時間等の指導の充実を図る。

3.3

14

〇　日頃から、児童の生活の様子に気を付け、話
を聞いたり相談にのったりしながら、適切な指導
をしている。
☆　積極的な生徒指導
☆　感性豊かな人権感覚の醸成及び道徳教育
の充実

3.5

3.2

3.6

3.2

3.1

3.2

〇　８７％が進んで家族や友達のためになる仕事をしていると回答して
いる。
●　１３％ができていないと回答している。
●　下学年が１５．２％できていないと回答している。
☆　学年が上がるにつれて委員会活動やボランティア活動などできる
ことが増えている。

〇　８２％が丁寧な言葉遣いで話している。
●　教職員の７０％が「どちらかと言えば話している」と回答している。
教職員と保護者や児童との回答にずれがある。
●　１８％が「できていない」と回答している。
☆　相手を大切にする第１歩として言葉遣いの指導が必要である。

3.8

3.8

3.8

3.8

80 20

3.8

4
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100 0 0 0

80 20 0 0

80 20 0 0
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・
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体
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16
〇　児童は、帰宅後 や休日 や昼休 みに、外 で
遊 んだり運動 をしたりしている。
☆　体力つくりの実践・運動の日常化

18
〇　児童は、交通安全を守り正しい自転車の乗り
方などができている。
☆　保健指導・安全教育の推進

17
〇　児童は、「早寝・早起き・朝ご飯」がしっかりと
できている。
☆　保健指導・安全教育の推進

63 28

〇　９１％が外で遊んだり、運動したりしていると回答している。
●　児童は「遊んでいる」が多いことにに対して教職員や保護者は、
「どちらかと言えば遊んでいる」の割合が高い。
●　保護者の２３．８％が「遊んでいない」と回答している。
☆　インターネットやゲーム依存の指導と合わせて外遊びを推奨する。

7 3

〇　「早寝・早起き・朝ご飯」の習慣が付くと不登校にならないような気がします。
〇　高評価であるが今後も継続して基本的生活習慣の育成を徹底してほしい。
☆　学校と家庭が連携して児童の生活リズムを整える取組が必要である。7 2

〇　健康・安全は、学習にも増して重要な要素である。
〇　コロナ禍でも外で元気に遊ぶ強い子供達です。
〇　休日に外で遊んでいる姿を見ることが少ない。
〇　外遊びの楽しさを体験してみればと思うが近所に子どもがいるのでしょう
か？
☆　体力向上プランを活用し、効果的な体育の授業や体育的行事の工夫・改善
を行い運動の日常化を図る。

19

〇　保護者は、子どもの「早寝・早起き・朝ご飯」
ができるように努めている。
☆　保健指導・安全教育の推進
☆　食育の推進

44 47

80 20 0 0

80 20 0 0

35

〇　９４％が「早寝・早起き・朝ご飯」ができるように努めている。
●　６％がどちらかと言えば「早寝・早起き・朝ご飯」ができるように努め
ていない。
☆　保護者の９８．７％が「早寝・早起き・朝ご飯」ができるように努めて
いる。

〇　学校と家庭が連携して　「早寝・早起き・朝ご飯」の習慣が付くように指導す
ることは、不登校対策にもつながる。
☆　学校保健委員会で「早寝・早起き・朝ご飯」の習慣が付くように手立てを話し
合う必要がある。

58 6 036

〇　９０％ができていると回答している。
〇　教職員の３０％が「伝えている」に対して、保護者の５０％が「伝え
てくれていると感じる」と回答している。
●　１０％ができていないと回答している。
☆　学級通信、学校だより、ホームページ等での細目な情報発信を
行った。

〇　ホームページを時々見ます。学校の様子がよくわかります。「イチイガシ」通
信は、地域とのコミュニケーションの一つだと考えます。有難うございます。
☆　今後も、学校行事や児童の様子を積極的に保護者や地域に発信し、連携
を図る必要がある。

〇　９５％が児童の話を聞いていると回答している。
●　教職員は、「どちらかと言えば聞いている」の方が７０％と
多いが保護者は、「聞いている」と「どちらかと言えば聞いてい
る」が半々である。
☆　保護者は、児童の話をよく聞いていることが分かる。

☆　家族の団らんの内容が深まるよう学校側からノーメディア週間や心のプレゼ
ント週間に話題提供を行う必要がある。

5 0 80 20 0 0

4 640 50

6021
〇　保護者は、団らんや会話を大切にして、児童
の話をよく聞くようにしている。
☆　学校と保護者・地域社会との連携

意
見
等
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〇　学校・保護者は、参観日や学校行事、地域
の行事に、積極的に参加するように努めている。
☆　学校と保護者・地域社会との連携

社
会
に
開
か
れ
た
教
育

20

〇　学校は、日頃から、学級通信や連絡帳、電話
などで学校や児童の様子について、分かりやす
く伝えている。
☆　情報の積極的な発信と連携の推進

〇　学校行事が充実していると感じます。また、ノーメディア週間や心のプレゼント、一人一鉢などの取組も心の醸成につながっていると感じます。担任の先生のお話も子どもは大変興
味深く聞いており、よく家庭でも話題になります。いつもありがとうございます。
〇　いつもご指導ありがとうございます。これからもよろしくお願いします。
〇　授業参観で思ったのですが、お友達が答える際にいちいち、みんなにどうでしょうか？とか、聞いてるみんながもう一度言ってくださいみたいなこと言ってましたが、やる必要があるの
かと。聞こえなければ聞こえなかった人が言えばいいし、いちいちみんなで言わせる必要があるのか私には理解できません。
〇　毎朝の体温表はもういらないのでは？！
〇　図書貸出冊数１５，０００冊突破が一番素晴らしい、嬉しいです。このご時世、本好きの子どもを一人でも多く育ってほしいと思います。

☆　庄内地域の「人・もの・こと」を積極的に学校教育活用し、庄内地区を愛し、
将来、庄内地区を担う児童を育成する必要がある。

8 0

〇　９３％が積極的に参加している。
●　８％が「どちらかと言えば参加していない」
☆　保護者の９４．６％が参観日や学校行事、地域のPTA行事に、積
極的に参加するように努めている。

38 55 80 20 0 0

〇　横断歩道は、走り込まない、車は急に止まれない、出来れば、毎回、渡る意
思として手を挙げて渡るように指導してほしい。
〇　今後は、ヘルメットを着用するよう指導してほしい。
〇　都会でなくても物騒な犯罪が起こっているので地域社会も子どもの安心安
全に万全を期し巻き込まれないように努力する必要がある。
☆　学校・家庭・地域が連携して安全に関する習慣や態度を育成する取組が必
要である。

56 39 4 1
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〇　９５％ができていると回答している。
●　教職員は、「どちらかと言えばできている」の割合が高く、保護者や
児童は、「できている」の割合が高い。
●　５％ができていないと回答している。
☆　校内での廊下歩行と関連させながら具体的指導を徹底していく。

〇　９１％ができていると回答している。
〇　保護者の５４．５％が「できている」とし、３４．１％が「どちらかと言えばで
きている」としていることから実際にできていると考えられる。
●　９％ができていないと回答している。
☆　インターネットやゲーム依存の指導と合わせて生活リズムの指導が必
要である。
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